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　水 田 へ の 米糠 及び ケナ フ チ ッ プ の 施 用 が 土壌 Eh と田面 水 の 無機成分濃度に及 ぼす影響

　　　　　　　　　　　石 田　紀久恵 ・吉 田　徹志 ・山本 　由徳 ・宮崎 　彰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （高知大学農学部）

　Effects　ofApplication 　of　Rice　Bran　and 　Kenaf　Chips　on 　Oxidation　Reduction　Potential　in　Paddy 　Soil

　　　　　 　　　　　　 　　 and 　MineraI　Nutrients　in　Sur島ce 　Water

　　　　 Kikue 　ISHIDA
，
「［Ebtsushi　YOSHIDA ，．　Yoshinori　YAMAMOTO 　and 　Akira　MIYAZAKI

　　　　　　　　　　　　　　　　　（Fac．　of 　Agr．　Kochi　Univ．）

　【目的 1水稲栽培 にお け る減農薬栽培 法 の 確 立 に 向けて ， 米糠お よび ケナ フ チ ッ プの 施用 が，除草効

果や植 物体の 生 育と関係す る と思 われ る土 壌 Eh ，田面水 の 無機成分濃度 に及 ぼす影響 を調査 した．

　【材料 と方 法】高知大学農学部水 田に お い て ヒ ノ ヒ カ リを供試 し，本学部附属 FSC 南 国 フ ィ
ー

ル ド

慣行法 によ り育苗箱で 育成（箱当 り播種 量は 乾籾換算で IOOg）した 3〜4 葉齢の 苗を ， 2004 年 6 月 4
日に栽植 密度 30 × 15cm ， 1 株 3 本植え で 移植 した ．翌 日 に 米糠 100g また は 20091m2 及 び ケナ フ チ

ッ プ 250g また は 500glm2を水 田表面 に施用 した．有機物施 用 の 4 区，慣行 区（一発 処理 除草剤使 用），

イネの み （除草剤無使用）区，イネ を移植せ ず に 米糠 100g／m2 の み を施用 した 区，イ ネ の 移植 ・有機物

施用の い ずれ も行 わ な い 区 の 合計 8 区 を設 け た （1 区の 面 積 ；3．6 × 4。6m2 ，2 反復）．6 月 2 日の 代か

き直前 に緩効性肥 料（14・14−14）28kg と塩 安 3．2kg を全面 に施 し た ．慣行 区 の み 移植後 10 日 目に 除草

剤（3kg ／10a ）を散布 し ， 全区に お い て適宜農薬散布 によ り病害虫を防除 した．移植後 1 日 目（有機物施
用 日）か ら 7 日 目ま で は 2〜3 日 間隔，施用 後 7 日 目か ら 35 日 目ま で は 5 〜 7 日間隔，そ の 後 は施用

後 48，83 日目（田 面水 の 調 査 の み）の 午前 中に 土壌 Eh （深 さ 2cm ）と田面水（水深 3〜 4cm ）の EC ， 無機

成分含有量 を調査 した ．Eh は携 帯用 Eh 計．　 EC は EC メ
ー

ター，ア ン モ ニ ア 態窒素は ネ ス ラ
ー
法，

硝酸態窒素は カ ドミウム 還元法， リン は ア ス コ ル ビ ン 酸法 ，K ，
　Mg 及 び Ca に つ い て は 原子吸光法

で測定 した ．

【結果 と考察】全 区にお い て 雑草の 発 生は み られ なか っ たが．こ れ は ス ク ミ リ ン ゴ ガ イの 多発 生に よ

る もの と推 察 され た ．ス ク ミリ ン ゴ ガイ の 発 生が稀 少で あ っ た隣接す る水田 （移植 が 1 週 間早 く， 実

験の た め に農薬無散布）で は，コ ナギ ， ホ タ ル イ 及 び ウキ クサが多発 生 した ．糠 100g と糠の み ，ケナ

フ 250g， イ ネの み 区は そ れ ぞれ糠 200g
， ケ ナ フ 500g

， 慣行 区 と同様 の 傾向が み られた の で以 下 の

記述 で は省 略 した ．有機 物を施 用 した区 の Eh は有機 物 を施用 しなか っ た区 よ り低 く推 移 した（第 1
図）．慣 行 区は施 用後 4 日 目に最 も低 下 したが ， そ の 直後 に 田植 時の 値 に回復 した．有機物施用各 区

は施用 後 7 日 目が 最 も低 く，そ の 後やや 上 昇 し た も の の ，調査 後半 も慣行区 と比 べ て 低 く推移 した ．

EC に っ い て は処 理 区間 に差 はみ られ なか っ た （第 2 図）．ア ン モ ニ ア 態 窒素濃度 は，施 用後 17 日目ま
で は 慣行区 にお い て 他 の 7 区よ り高 く推 移 した が，そ の 後は 処理 区間に ほ とん ど差 は み られ なか っ た

（第 3 図 a）．硝酸態窒 素濃度 は ， 糠 200g 区 が他 の 7 区よ りも高 い 傾向がみ られ た（第 3 図 b）．糠 200g
区 の P 濃度 は施用後 34 日 目まで は他 の 7 区よ り高い 傾向が み られ た が ，その 後 は他 の 7 区 よ りも低

か っ た（第 3 図 c）．K 濃度は 施用後 17 日 目ま で はケナ フ 500g 区が他 の 7 区 よ り高い 傾 向が み られ た

が ， そ の 後 は処理 区間 に ほ とん ど差 はみ られ なか っ た （第 3 図 d）．Ca 濃度に も同様 の 傾向がみ られ

た（第 3 図 e）．Mg 濃度は 処理 後 2 日目 の み ， 糠 200g 区が他 の 7 区 よ り有意 に高 くな っ たが，その 後

は処理 区間に差は み られ なか っ た（第 3 図 D．

　以上 よ り 、 米糠及び ケ ナ フ チ ッ プ の 施用 に よ っ て 土壌 Eh は低下す る傾向 がみ られ，除草効果が 期

待で きる と思われ た．また ￥ 施用後約 3 週間 にお ける P，K お よび Ca 濃 度は増加する傾向が み られ ，

今後 これ らの 水質 の 変化 が イネの 生育 ， 収量及 び 品質 に与 え る影響 に つ い て 検討 した い ．
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第 1図 土 壌Ehの 推移
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　　　　 第2図 田面 水中のEC の 推移

0　　　10　　20　　30　　40　　50　　60　　フ0　　80　　90

　 18．0

　 16．0

　 14．0

（1Z、OEalo

．o
　
拠 3、0

　 6．0

　 4．0

　 2．o

　 D．o

12．0

（d）K

10．0

　 8．02a

遜
6・e

囃
4．o

2．e

0　　　10　　20　　30　　40　　50　　60　　70　　80　　90

0，0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 0．O
　　O　　　10　　20　　30　　40　　50　　fiO　　70　　80　　90　　　　　　0　　　10　　20　　30　　40　　50　　60　　70　　80　　90

　　　　　　　　　　 施用 後 日数 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 施 用後 日数

　　　　　　　　第3図 田 面水中の NH4−N（e ），　NO3 −N（b），　P（c），　K（d），　Ca（e ）及 びMg（O濃度の 椎移

　　　　　　　　　　　 図 中の 記号 は 第 1図 と同 じ．
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